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基金設定趣意書

　当行は明治 11 年の創業以来、地域金融機関として2つの世紀にわたり、地域の皆様の温かいご支援を頂き、
今日まで地域とともに発展してまいりました。
　また、未来に向けた荘内銀行のメッセージも「地域の発展と共にある銀行」であります。21 世紀の門出にあた
り、永年、当行を育んでいただいた地域へ感謝するとともに、「公益信託荘内銀行ふるさと創造基金」を設置し、
生涯学習活動と芸術・文化活動を支援し、もって真に豊かで潤いのある地域社会を築くために役立てたいと
念願するものであります。

2001 年 4 月　株式会社荘内銀行

［基金概要］
信　託　目　的 ︓ この公益信託は、株式会社荘内銀行が山形県内において、優れた人格と知性を備えた人間を育成し、あわせて優れた
  文化の伝承と創造の促進を目指し、真に豊かで潤いのある地域社会を築くために、学校教育、社会教育及び文化活動
  への支援を通して教育・文化の向上と推進を図り、もって地域社会の発展に寄与するために設定するものです。
対象となる活動 ︓ ○学校における教育的な活動
  ○地域住民と一体となった社会教育的な活動
  ○県内に伝わる文化的な活動
委　　託　　者 ︓ 株式会社荘内銀行（山形県鶴岡市本町一丁目９番７号）
受　　託　　者 ︓ みずほ信託銀行株式会社（東京都千代田区丸の内一丁目 3 番 3 号）
信 託 管 理 人 ︓ 柴　田　直　人 （弁護士）
運　営　委　員 ︓ 廣　瀬　　　渉 （元山形県教育委員会 教育長）
  酒　井　忠　久 （公益財団法人 致道博物館 顧問 名誉館長）
  寒河江　浩　二 （株式会社 山形新聞社 代表取締役会長）
  柴　田　曜　子 （元山形県立鶴岡南高等学校 校長）
  沼　野　　　慈 （特定非営利活動法人 NPO もがみ 理事長）
  伊　藤　浩　志 （国立大学法人 山形大学 教授 大学院有機材料システム研究科長）
  上　野　雅　史 （鶴岡商工会議所 会頭）
公益信託の形態 ︓ 特定公益信託
主　務　官　庁 ︓ 山形県教育委員会

当基金に対し、オリエンタルモーター株式会社様より継続してご寄付を頂戴しております。

　公益信託荘内銀行ふるさと創造基金は、2001年に当行が設立した基金です。運営委員の
皆さまをはじめとする多くの方の力をお借りしながら運営を継続しており、2024年度までに
山形県内の学校教育、社会教育、文化活動を対象として、延べ1030件に助成を行いました。
　荘内銀行は、「サステナビリティ方針」および「SDGs宣言」のもと、地域社会・地域経済の持続
的な発展に貢献していくことを目指しています。ふるさとの未来を展望し、教育・社会・文化の
面で地域課題解決に力を尽くすことは当行の重要な使命であり、地域に根差した活動の継続、
発展を支援する本基金は、持続可能な地域社会を実現するうえで重要な役割を担っていると
感じています。
　山形県内で熱意をもって活動されている皆さまに本基金をご活用いただき、地域の未来を
担う人材の育成、優れた文化の伝承と創造が推進されることを祈念しております。

豊かで潤いのある地域社会の実現に向けて

株式会社荘内銀行
　  頭 取　松田　正彦



助成のポイント

　当基金では、さまざまな団体・個人が多く関わる活動を通じて、その成果が地域に広く波及するこ
とを重視しています。また、活動の内容が、公益性が高いものであることも重要です。申請の際は、継
続事業の充実や新規事業の計画でこのようなポイントを教えてください。
　皆さまの工夫やチャレンジが一過性のものになることなく、継続的・発展的に取り組まれること
で地域課題の解決が着実に進むことを応援します。

助成事業︓やまがたAI部

やまがたAI部運営コンソーシアム
学校
教育

　AI・デジタル人材の育成を目的に、産学官金が連携し「デジタル人材育成プロジェ
クト」を展開。高校生を対象に、エンジニアによるオンラインAI講座やものづくり企
業の見学、AIでゆでたまごの状態を予測する実験など身近なテーマを通じて、知識・
技術の体得をサポートしています。年々参加校が増えており、実験道具やテキストな
ど学習環境の整備に当基金を活用しました。
　また、AIを活用した地域課題解決に向けた取り組みなどの成果を発表する場とし
て、毎年3月に「やまがたAI甲子園」を開催。生徒がそれぞれの技術やアイデアを高め
合うとともに、自信や達成感を得る機会となっています。

助成事業︓庄内から宇宙を発信し、宇宙を身近に感じてもらうための活動

鶴岡スペースステーション
社会
教育

　地域の子どもたちが最先端の宇宙科学に触れることで、将来の選択肢や視野が広
がるきっかけとなることを目的に活動しています。
　助成事業では、閉校した旧鶴岡市立加茂小学校を会場に、ロケットや宇宙ステーシ
ョンのミニチュア模型の展示や、火星探査車を模したラジコンで火星調査を疑似体
験するコーナー、介護用の機器で火星の重力を体験するコーナーなど、楽しみながら
学べる機会を提供。運営にあたっては、子どもたちが主体的に関われるような仕組み
づくりに取り組んでおり、知的好奇心を育てるだけでなく、世代を超えたつながりの
創出にも貢献しています。

助成事業︓ 綱木獅子踊り継承事業

綱木獅子踊り保存会
文化
活動

　米沢市の綱木地区では、400 年以上続くとされる獅子踊りが伝わっています。奇跡
的にほとんどの演目が口伝によって継承されてきましたが、限界集落となった近年で
は、集落を離れた人や関心を持つ人々の支援を得る必要があり、膨大な量の演目を覚
えてもらうのが継承の高いハードルになっていました。
　そこでこの問題を解決するために、踊りの練習用 DVD の作成に当基金を活用しま
した。DVD が出来たお陰で、毎月の練習に参加できない人でも自主練習が出来るよう
になり、踊りの習得が大変スムーズになりました。

これまでの助成先



庄内自然博物園構想推進協議会（鶴岡市）
　県内唯一のラムサール条約登録湿地である大山上池・下池や
その周辺に位置する都沢湿地、高館山などを自然学習のフィール
ドに「まもる（保全）」、「学ぶ（教育）」、「つかう（利活用）」の 3つ
の視点から活動を展開しています。環境保全活動に加え、子ども
たちを対象とした観察会や学習会を多数企画し、湿地の生態系を
通して生物多様性を守ることの重要性を考える機会を提供。ま
た、地元の飲食店等と連携して駆除した外来生物を活用した商品
の開発なども行っています。
　湿地を市民にとって身近なものとし、環境保全への興味関心を
高めるなど教育的な貢献度が高く、地域全体で自然資源を活かし
たまちづくりを進める体制の構築につながっています。

　当基金では、助成団体同士の交流・情報交換の機会を設けるなど、団体のネットワーク拡大も支援しています。
　助成金贈呈式と同日に交流会を併催。展示ブースを設け活動のPRにお役立ていただいたほか、団体の規模や活動
エリアを超えた情報交換の場としてご活用いただきました。基金を通じた交流をきっかけに、共催企画の実施や事
業連携による活動エリアの拡大など、活動の発展にも貢献しています。

特定非営利活動法人 きらりまめ・豆ネット（酒田市）
　酒田市豊原集落において美化活動や農業、子育て支援、高齢者
福祉などを担う4つの地域ボランティア組織が、担い手不足や高
齢化を補いつつ、多様な活動を行っていくため連携し、2015年に
法人化。
　認知症予防や地域交流を目的とした体操体験や茶話会、通学路
や農道の清掃活動、除雪ボランティアなど活動は多岐にわたって
おり、その中でも子育て支援、高齢者支援の一環として布絵芝居
や人形劇を行う「そんとき一座」の活動は、地域内の保育施設や介
護福祉施設での公演が話題となり、地域外からの要請が多数寄せ
られ活動地域を拡大しています。
地域外から参加する会員も増えており、組織力の向上や次世代へ
の継承を図りながら、地域外にも活動の幅を広げています。

2024年度 受賞団体

募集要項

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

荘内銀行ふるさと創造基金

2024年度 助成金贈呈式・交流会

地域貢献大賞
これまでの助成団体の中から、地域文化の普及や地域課題の解決など、豊かな地域社会の創造に向けた
独自の活動を展開し、活動の継続性と発展性の面で顕著な取り組みがあった団体に贈呈しています。
2012年に開始し、累計32団体に贈呈しました。
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公益信託荘内銀行ふるさと創造基金 募集要項

趣旨 山形県内における学校教育、社会教育、文化の振興に関する生涯学習に資する
活動を支援します。

助成金の使途 活動に関する費用であれば、機材費、会場費、消耗品費、旅費、謝礼金等を含め、
その内容を問いません。ただし、人件費は対象外です。

助成金の返戻 申請活動が中止または継続不能になった場合、助成金の全部または一部を返戻
していただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　

報告の義務 助成を受けた団体には、助成対象事業終了後、活動の結果および会計について
ご報告（領収書も添付）いただきます。

選考基準

助成先決定にあたっては、運営委員会による審査・選考があります。

スケジュール

2025 年 4 月下旬～ 5 月上旬 選考結果を書面で通知
 6 月上旬 助成金贈呈式
 7 月下旬 助成金支給
2026 年 6 月末日まで 活動報告書提出

助成の対象
となる活動

助成の対象と
ならない事項

○ 学校における教育的な活動
○ 地域住民と一体となった社会教育的な活動
○ 県内に伝わる文化的な活動

助成金額 1 団体につき 10 ～ 40 万円、かつ活動の所要額を限度とします。
活動内容や活動規模および申請額に基づき、金額を決定します。

助成対象
活動期間 2025 年 4 月 1 日（火）～ 2026 年 3 月 31 日（火）

○ 地域の教育力を高める、または教育環境を整える活動であること。
○ 個性的・先進的な取り組みで、地域に密着した活動であること。
○ 夢のあるチャレンジ精神豊かな活動であること。
○ その他公益信託の設定趣旨に基づいた活動であること。

○ 宗教的、政治的宣伝意図を有する活動
○ 営利を目的とする団体・個人およびその活動
○ 反社会的勢力もしくはそれらと密接な関係がある団体・個人およびその活動
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募集期間 2025 年 1 月 6 日（月）～ 2025 年 2 月 14 日（金）事務局必着

応募書類

応募方法

留意事項

・応募書類は、審査資料となります。変更のないよう十分ご検討のうえご応募ください。
・応募のメールを受信した後、3 営業日以内に事務局から受取確認のメールをお送りいたします。

受取確認のメールが届かない場合は、受信できていない可能性がございますので、必ず電話にて
ご連絡ください。

・E メールでの応募、書類提出が難しい場合は、事前にご相談ください。
・ご提出書類等で得た個人情報は、基金の運営においてのみ使用し、それ以外の目的で使用すること

はありません。
・事務局では、申請に関するご相談を随時受け付けています。ただし、募集期間後半の 2 月 1 日以降

は申請書の受付が集中するためご相談をお受けできませんので、あらかじめご了承ください。

○申請書（Excel ファイル）※「荘内銀行ふるさと創造基金ホームページ」よりダウンロードしてください。

・ダウンロードした Excel ファイルに必要事項を入力
　＊ホームページに記入例を掲載しています。

○補足資料（原則 PDF ファイル）
・活動内容、事業内容が具体的にわかるもの
・A4 サイズ 5 ページ（枚）以内
　＊冊子等で 5 ページ（枚）以上となる場合は、抜粋してください。

「申請書」「補足資料」はデジタルデータでEメールにてご提出ください

・当基金専用メールアドレス（s-furusatokikin@fidea.co.jp）宛に応募書類のファイル
を添付のうえお送りください。

・メールの件名は「2025 年度助成申請 _ 申請団体名」としてください。
・メール本文に団体名、送信者の氏名、連絡先を記載してください。
・添付ファイルを含めたメールの容量は 8MB 以下となるよう調整してください。
　＊8MB を超えると受信できません。受信を確認したい場合は電話にてご連絡ください。
　＊8MB を超える場合は、分割で送信し、メール件名の最後に 1/2、2/2 と補記してください。

○応募はEメールのみ

s-furusatokikin@fidea.co.jp 023-626-9006

申請書のダウンロードはホームページから

応募・お問い合わせ お問い合わせ

［受付］平日 9:00～16:00

検索荘内銀行 ふるさと創造基金

［住所］〒990-0043 山形県山形市本町一丁目4番21号

過去の助成先や地域貢献大賞受賞団体の
紹介などさまざまな情報をご覧いただけます。

応募の際は、ホームページおよび募集要項を必ずご確認ください。

荘内銀行広報CSR室内 公益信託荘内銀行ふるさと創造基金 事務局 

検索荘内銀行 ふるさと創造基金

申請書のダウンロード・応募・お問い合わせ

申請書ダウンロード

URL：https://www.shonai.co.jp/aboutus/csr/kouekijyosei.html


